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はじめに

「流動人口」は2010年 の中国を読むキーワー ドの一つ として、20世 紀1990年 代末か らメ

デ ィア、行政関係者や国内外の研究者の注 目を集めている(高 橋 ほか2004)。 「流動人口」

とは、戸籍地か ら離れて別の住居地に移 り住んでいる人口、或いはそういう人の ことであ

る。従来中国は、戸籍制度が厳格 に施行 され、原則的に戸籍地 と住居地は同一であったが、

1970年 代末の改革開放 を経て、食糧事情が好転 し、市場経済 となって移動が比較的自由に

なったために、数多 くの農村 出身者が都市へ移動 し、住居地 と戸籍地 との分離が広範に生

じた。

今 まで、 こういった現象について、人口や経済動向の視角か らマクロにとらえた研究 も

あ り(黄 農蕪1995;王 洪春ほか2004)、 居住問題や治安、労働 などの具体的課題を とりあ

げたもの もある(Bakken,2000;余2004;票 ・白2006)。 これらの研究 を全体的にみれば、

都市 における農村 出身者 をどの ように 「管理」するか という視点に沿って、農村出身者 を

短期滞在者であれ定住者であれ 「流動人口」 とい う集合的概念ののなかに把握するものが

多い。 これ らの先行研究 や報道 と違 って 、現実 の農村 出身者、特 に女性 の行為主体性

(agency)に 目を向けて、農村出身女性の個 々の経験 とい うミクロかつ質的なデー タを用

いなが ら農村 一都市 間の 人口移 動 を読 み解 こう とす る一人の研 究者 がい る。そ れが

TamaraJackaで ある。

TamaraJackaは オース トラリア国立大学太平洋アジア研究大学院 ・ジェンダー関係セ
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ンター(GenderRelationsCenter)の 上席研究員である。1980年 代末か ら北京や杭州の

農村 出身者 コミュニテ ィ、四川省や山東省の農村において フィール ドワークを重ねて きて、

中国の農村女性 とその移動 をめ ぐるジェンダー分析に もっとも早い時期か ら取 り組んでき

た研究者の一人だといえる。その成果として、本書のほか、1994年 にアデ レー ド大学に提

出した博士論文を もとに1997年 にケンブ リッジ大学 によ り出版 されたWome酌Wo漉`π

EμrαZCん`πα'Cんαη8θαπdCoπ 伽 μ`'y∫ηαηErα げRe/br㎜ や2004年 にコロンビア大学 に

より出版されたArianneM.Gaetanoと の共同編集による論文集0η'舵Moひ αWo'πeπ

`πR脚 αZ一診0一σ治απ1協grα'`0π加CO漉 ㎜ρorα型Cん ゴπαなどが挙げられる。

本書では、作者は北京における女性移住労働者の自助支援組織 「打工妹之家」(D及 び北

京市 海淀区の農村出身者 コミュニテ ィにおける聞 きとり、参与観察、 アンケー トの結果、

更に雑誌 「農家女」や 「打工妹」の記事や農村 出身者の手記な ど豊富 な一次資料 に基づい

て、従来常 に自明視 されてきた農村 一都市 という二項的区分や農村出身者女性 の集団考察

傾向を脱構築 し、女性男性 間の資源配置や役割 とい うジェ ンダー秩序の再編成、それと深

くかかわっている社会政策や制度、言説について検討 している。以下 においては、第1節

で本書の構成を簡単 に紹介 し、その上で第2節 において著者の幾つかの論点 をピックアッ

プ し論 じてい く。

1構 成

本書は序論 と四つの部分 という構成 をとっている。

「周縁」 か ら 「中心」へ という序論では、本書の分析対象、分析 目的、お よび方法論や

全体 を貫 く理論枠組 を概観 している。著者 は従来のフェミニズムの言語構造、宗教秩序、

主体形成 に根強 く潜む男根中心主義や性差二元論 を解体 し脱構築 しようとするポス トモダ

ン ・フェ ミニズム理論 とい う文脈において現代中国の ジェンダー関係 を考 え、農村 とい う

「周縁」か ら都市 という 「中心」に移動 した農村 出身女性 を自身の研究の中心にす ると述

べている。人類学者である著者は農村 出身女性の主体 とその経験 、主体位置を生成する言

説や社会関係の相互構築性 を明 らかにす ることで、「周縁」 と 「中心」の関係を従来の二

元的構造 としてではな く、再編成されるもの として見直すこ とができるのではないか とい

う視座か ら出発 し、本書の議論 を展開 していく。

「主体」 と題 された第1部 分は農村 出身者の主体位置の言説構成についての検討か ら始

q)1996年 北京で作 られたNPOで あ り、 名前 は農村 出身者女性 の家 の意味。
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まり、2章 からなっている。第1章 は中国における 「モ ダニテ ィ」概念か ら農村 一都市関

係の系譜 を辿 りなが ら、農村 出身者の主体位置の源 と歴史を19世 紀の晩期 まで遡 って、問

題の背景 を現代 まで描写 している。それから、現代都市の支配的言説、特 にメディアが農

村出身者たちについて どの ように描 き、 どの ように彼 らの主体位置を構成 して きたかにつ

いて考察 している。第2章 では1990年 代後半か ら出現 した非政府組織や新 しいメデ ィアの

活動 に 目を向ける。具体的にいえば、「打工妹之家」 とい う機構や 「農家女」、「打工妹」

などの雑誌は農村出身者女性の主体位置の形成にどう貢献 しているのか について検討 して

いる。

以上の第1部 分を 「理論編」 とするならば、続 く第2、3、4部 分 は農村出身女性の個人

経験及び彼女たちの心の声 に焦点 をあて、さなが ら 「経験編」 と位置づけられるであろう。

まず第2部 分では、著者 はこれ らの移動女性 の地理的 また社会的な 「場」の経験 に注 目

している。具体的に言 うと、第3章 は都市における農村出身女性たちが受けている制約 と

周縁化 について考察 し、その制度的背景 とケーススタディーを示す。戸籍制度および他の

関連 している規制は各種のい じめや搾取、さまざまな不公平 をもた らす ために、農村出身

女性 は 「場(地 理的、社会的な都市部)に 入っている」 と感 じると同時 に、「疎外 されて

いる」 と深 く味わっている。第4章 は主に農村出身女性がふ るさとと北京市 とい う異なっ

た場に対す る評価 を考察 し、第1章 で とりあげた都市における発展 とモダニティの言説 を

農村女性 たちが どのように受け入れているか を分析 している。

「人々」 という本書の第3部 分 は人間関係 とアイデ ンティテ ィの経験 について考察 して

いる。第5章 は、農村 出身女性の他人 との関係を検討 して、先行研究で しば しば とりあげ

られる 「孝行娘」/「 反抗 的な娘」モデルや夫に付随す る移住者 として女性 をとらえる従

来の開発経済学 モデルを批判的に参照 しなが ら、家庭関係が移動の動機 と決定 に与 える影

響や、移動その ものの家庭 関係への影響、及び農村出身者間のネッ トワークが移動経験 に

対 してもつ重要な意義 などについて、自身の発見 と考察 を提 出する。第6章 は、農村出身

女性 にとってだれが 「私たち」であ り、だれが 「彼 ら」であるのか という分類は何 に依拠

してお り、何を基 としているか というアイデ ンテ ィテ ィ経験 についての分析である。彼女

たちは<「 田舎者」、「都 会者」の線 引 きを 自ら再生産 し、常 に前者 に 自 らを位 置づ け

る〉、〈後者 に憧 れてはいるが、必ず しも完壁 な理想型 とは思っていない〉と著者 は示

す。

最後の第4部 分 「時 間」、す なわち終章である第7章 は農村 出身女性の語 りの類型を考

察 し、 これ らの語 りか ら彼女たちの移動経験 につ いての時間的認識、彼女たちの能動性 と

反抗力の関係を理解 しようとしている。 ここで、主に二つの語 り類型に分け られる。一つ
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は、語 り手は自分の ライフコースの視点か ら移動や都市生活を見るという語 りであ り、例

えば 「幕間 としての移動」、「逃避 としての移動」、「運命を変える移動」 などの言い方であ

る。 もう一つは、語 り手は彼女たちの都市における状況や身分地位、及び他 人か ら受けた

冷たい眼差 しや不公平などの不満や文句 をいうという語 りである。その中の代表的類型 は

生活の辛 さのア ピール と近年萌芽 して きている人権問題の訴えである。 これ らの語 りは、

支配的言説の純粋 なコピーで もないし、それ と分断で きるもので もない。本章の最後 に、

著者は拡大 している目覚めた農村 出身者の人権意識に向けて語 りかける。人権問題の影響

はすでに政府の指針 まで影響 を与えていることを示 し、 この影響 で、利益の搾取 となる等

級制度や不平等の維持 を前提 にしているグローバル資本主義的な社会経済秩序が変化 して

い くかもしれない と遠望的に示唆 し、本書を締め くくっている。

2論 点

以下で著者以前の先行研 究ではあ まりみ られない とい う主要 な論点 をい くつか紹介 し、

レビュー しながら論 じてみ よう。

2-1普 遍的抑圧とその隠蔽一 主体位置構築の難しさ

本書では、著者 は国家の発展がモ ダニテ ィに帰結す るという19世 紀以降のエ リー ト近代

主義の思考が今 日の中国の農村 一都市関係 に連続的につながっている と指摘 している。 グ

ローバル経済に よる廉価労働力の市場需要や家父長制への反抗な どのために、農民が都市

へなだれ込んでいる。 しか し、市場指向型の改革のなかで、主導的啓蒙思想 を持 ってい る

エ リー トたちは農村が抱える低開発の要因を農民 自身の質の低 さに求めて、農民の 「他者

化」が進んでいる。 また、厳 しい戸籍制度 と貧富の差があって、彼 らは下等市民 として扱

われていることは明 らかなことであ り、主体位置の構築 は難 しい。

雑誌 「農家女」、「打工妹」及び農村 出身女性 の自助機構 である 「打工妹之家」の農村 出

身女性の主体位置の構築への貢献 を考察 し、Jackaは 以下の結論 を下 した。

メデ ィアや機構 は一方で、救 済の福祉組織 として農村出身女性 の権益 を守 り、「自尊、

自信、 自立、 自強」 とい うスローガンを作 り出 し、技術訓練や活動 を展開 し、つま り、彼

女たちの主体性 を構 築 している。 しか し、それ らは もう一方で、彼女 たちの声 を 「加工」

し、彼女たちの名を借 り、支配的な言説 を作 り出 した。それらすべての救済や技術訓練 は、

暗黙の うちに 「農村 出身女性の質が低 い」 とい う仮説 をもってお り、彼女たちを都市文明
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の洗礼をうけなければならない田舎者 とみな し、彼女たちの主体性 を認めていない。 自分

を農村出身女性 を助ける啓蒙者だと思っている都市女性や、いわゆる 「専門研究者」 は、

自分が意識 しているか どうかに関係な く、農村出身者に対する 「上」 の優 越感 を持って、

自分の立場 を位置づけている。 したがって、これ らのメデ ィアや機構の中心言説はやは り

エ リー ト言説の複製であ り、農村 出身女性の主体位置を構築 していると同時に、彼女たち

の主体性を解体 しているといえる。

また、農村出身女性 自身は都市経験 を通 して、他者化されていると痛感 しているが、都

市の支配的思想に感化され、自己を否定 し、新 しい自分でないアイデンティティを絶えず

生産 している。結局の ところ、農村 について抵抗 感があ り、 どんなに辛 くて も、都市に と

まりたがる。 この精神的痛 さこそが 「啓蒙者」である都市者に見落 とされている。彼 らは

焦点 をアイデンテ ィテ ィ分裂の痛みではな く、農村出身者の都市環境の順応や彼たち自身

の質の高めることにあて、「内なるオリエ ンタリズム」によって農村一都市の二項構 図を

強化することを通 して、都市が農村出身者に加 える普遍的抑圧 を正当化 し、その背後の制

度の不合理性を隠 している。

Jackaは 語 り手 を変更 し、エ リー トや メデ ィアの支配的言説を分析 しなが ら、農村出身

女性 自身の経験 や言説に注 目し、周辺 一中心二項構図を脱構築 しようと試み、この普遍的

抑圧 の裏の制度の不合理性 を私たちの 目の前に引き出 し、従来の研究(黄1995;王 ほか

2004;余2004)と 異なる視座 を与 えている。 さらに、彼女は公共圏の国家制度はいかに個

人の私的生活の各方面に影響 をあたえているのかを自分の研究 を通 して提起 し、分析 して

いることも評価で きる。

2-2フ ェミニズム レンズの中の農村出身女性

ジェンダー関係セ ンターの研究員であるJackaは 農村 出身女性 に目を向ける時、 ジェ ン

ダーバイアスについて も十分な関心 を寄せている。 ジェ ンダーバ イアスへの視点が欠落す

るメデ ィア言説の批判だけではな く、著者は農村における女性は家父長制の抑圧の下で生

きることや都市における農村出身女性 が男性 と比べて より多 くの社会的不利益を受けるこ

とについても論 じている。

著者の調査が示す ように、中国農村 では、いまも未婚女性 は農村 に残 り結婚することを

選べば、土地請負経営権の問題や、父方居住婚 ・族外婚にともなう不 自由さに直面する。

また親の意志に よる 「請負婚」を逃げるため都市に行 くしかない女性 も少な くない。 した

がって、女性の都市に行 く動機には、家父長制権力の抑圧 も重要な影響 を与えると著者は
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述べている。 また、著者が述べ るように、農村の伝統では、女性が大人になると、男性 と

結婚 し、子供 を産み、男性の家で一生 を送 るのが模範的女性であ るとされ、村外に行 った

ら、 これらの女性 の貞操や道徳が疑 われる。彼女たちが都市に行 きたい といっても、そん

なに簡単 に行 けるわけではない。更に、すべての障害 を乗 り越 えて、 ようや く都市に行っ

た女性 にとって、都市 も避難港ではない。彼女たちは都市 において家事労働者やセ ックス

ワー カー などをしてお り、男性か らの侵害 を常 に受けている。また、著者の発見では、都

市で働いて、経済的独立 を得 たとして も農村 出身女性は家の中の地位や名声を高め られな

い人は多い。著者 は対話者の経験 を研究 し、都市における農村出身女性 をフェ ミニズム レ

ンズの下において観察 し、私たちが農村出身女性 を理解す るための多元的視角を与える。

しか し、私は著者のこの論点 について批判的な考察 をも加えたい。確か に、ジェ ンダー

バ イアスはいずれの階層で も存在 しているのは事実であ り、女性 が多 くの場合不利益 をう

ける。 ただ、 ここで注意 したいことは都市における農村 出身女性 問題を解 く際、ジェンダ

ーバ イアスが都市 一農村 という階級身分の不平等 と同 じくらい影響力を持 っている と考え

てはいけない ということである。

中国の現実 において、農村部女性 と男性 との差及び農村女性 と都市女性 との差を比べ て

考 えてみ よう。いうまでもな く、後者は前者よ りはるかに大 きい と言える。著者 も書いて

いるように、ほかの都市出身女性 は言 うまで もな く、毎 日自分 と交流 している 「打工妹之

家」の女性であって も、農村出身女性 に とって 「私たち」ではない 「彼女たち」である。

その差は非常 に大 きい といえよう。著者 は本書の中に意識的あるいは無意識的に、家事労

働者を している農村出身女性が受ける性的暴力 も含め、侮辱や暴力の要因を家父長制権力

に収敏 させている。 しか し、現実のなかで、これ らの女性の うける不利益 も、農村 出身男

性労働者の工事現場で受 ける搾取や暴力な ども、本質か ら見れば、同 じではないだろうか。

中国学者の書いた農村出身男性労働者の生活実録(杜2004;藥2006;李 ・李,2007)を 読め

ば、農村 出身男性労働者の生活の辛 さや労働の強度は女性 と比べ て、決 して少な くない と

いうごとがよ く分かる。つま り、違 うのはただ搾取方式だけである。更にい うと、ここで

女性が よくメー ドやセ ックスワー カーをす るの は社会的性別 によって決 まったのではな

く、生理的違いが原因だと考え られる。体力的に女性が建築現場 の労働者 として長期に労

働することは難 しい。 したがって、端的に言 えば、不利益を受けるのは彼 らが女性あるい

は男性 だか らで はな く、「田舎者」だか らである。中国都市における農村出身女性の問題

を分析す る時、ジェ ンダーバ イアスの影響 を強調 しす ぎると、一番の要因を曖昧化するお

それがあ り、適当ではない と思われる。
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2-3反 抗的な 「孝行娘」 と自己決定

本書前の先行研究では、都市に行 く農村 出身女性が 「孝行娘」 ・ 「反抗的な娘」モデル

として しば しば とりあげられる(pp.165-166[以 下、 カッコ内のページ数は本書内でのペ

ー ジ数を示す]) 。「孝行娘」モデルの支持者は若い農村女性 の出稼 ぎ労働が親 による決定

であ り、自己決定がで きず、家父長制の権力に従順な農村女性 による、家庭経済利益の最

大化 を実現するための行動だ と仮定 している。「孝行娘」モデルの主張 と相反 し、「反抗的

な娘」モデルの支持者は若い農村女性の出稼 ぎ労働 を家庭の需要ではな く、家父長制の反

抗或いは自身発展の探求という自己決定 として描いている。

しか し、本書の中で著者は自分の対話者の経験をもって分析 し、ふるさとの伝統的価値

観 を拒絶 しつつ も家族の需要を念頭において、家族 との信頼関係 をつなごうとする 「反抗

的だが、孝行娘だ」 という 「反抗 的な孝行娘」 を私 たちの視野に入れる(pp.167-180)。

「反抗的な孝行娘」 という言葉 を著者が直接本書の中で述べ ているわけではないが、文脈

に従って著者の主張である第三モデルとして、この言葉 にまとめ られる。著者は 「孝行娘」

と 「反抗的な娘」 という純粋 な二元構図か ら出て、その間の複雑 さを鋭い目で洞察 した。

著者は 「反抗的な孝行娘」の反抗的な出稼 ぎ決定が家族需要 などさまざまな影響 をうけ

ると認めているが、それは彼女たち自分の意志決定であると主張 している。例 えば、著者

は 「打工妹之家」の成員 に対 して、「都市 に入って労働す ることになったのは誰 による決

定ですか」 と質問 し、彼女たちの答え(pp。166-167)を 分析す るとき、以下の ように述べ

ている。

若 い未 婚 女性 が労 働 の た め に故郷 を離 れ る こ とは普 通 、親 の 要 求 に従 うこ とで は ない し、 家庭

経 済 に貢 献 したが る こ とで も ない。 その 反面 、 これ らの 女性 た ち は 自分 で決 定 と選 択 をす るの で

あ り、 彼女 た ちの 主 な 目的 は 自分 の生 活 を改 善 し、 「現 代」 の個 体 の 自己実 現 を求 め る こ とであ る

(p.203)a

しか し、 ここで着 目したい ことがある。確かに、著者の対話者の中に 「だか ら私は村 を

離れると決めた」(p.176)と 言った女性がいる。著者は 「私」 という主語 に注 目している

が、ここで私は 「決定」 という述語 について検討 してい きたい。 「決定」や 「選択」が成

立する前提 には、能動性 と選択で きる選択肢がなければならない。 しか し、農村の現実環

境 に生 きる彼女たちは能動性 と選択肢 を持てず、運命に流 されて、 どうしようもな く都市

に行 くのだ といえる。

経済進展のなかで、国家は土地 を商業化 しつづけ、国土資源部2005年 度土地利用変更調
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査 によれば、2005年 全国の耕地面積は前年よ り542.4万 ムー(約5万4千 ヘクタール)減 少

し、現段階で、毎年100万 以上の農民が耕地 を失 っている ω。生命線である土地を失った

農民は生 きるために、都市に行かなければならない。同時 に、農村経済進展の遅 さも農民

を都市に押 し出 している。統計によれば、2004年 まで、全国には2,610万 の農村人口の年平

均収入が688元(お よそ1万 円)未 満であ り、絶対貧困線以下だ とい え、また4977万 の農

村人口の年平均収入 は924元(お よそ1万4千 円)で あ り、相対貧困線以下人口である 〔3,。

普通の農民家庭は、家庭に必要な医療 費と子女の教育 費を全然負担で きない。1980年 代の

初期 に中国都市 一農村 の居民の収入の差は1.9:1だ ったが、90年 代の末になる と、2.6:1

となった。更に2004年 に、 この数値は3,2:1と 拡大 してきた{41。 それか ら、著者 も論 じた

ように、家父長制権力による請負婚現象や結婚 した女性 の様々な不自由 さは今で も実際に

存在 している。

この ような文脈で、「自己決定」を論 じることは元来無意味だろう。「決定」 というよ り、

「生 き残 るための唯一の手段」 といったほうが よ り適切である。 まさに本書 中の農村出身

女性 の言葉 「今、娘を広東省あるいはシンセンにバ イ トに行かせ るつ も りなの。それはき

っとつ らい とわかってる。でも、 しょうがな くて、農村出身者にとって、この道 しかない

の、仕方が ない。」(p.170)が それを裏付けている。確か に、彼女たちにとって、 これが

自己決定ではなく、「仕方が ない」 とい う生 きるための唯一の手段である。 しか し、著者

の用意 したア ンケー トでは、 このような選択肢がない。 したがって、「ふるさとをはなれ

て、都市 に入 って労働す るのは誰 による決定ですか」 と聞か れるとき、「自分で決めた」

と答えるしかなかったのだろう。都市 一農村の二項対立 とい う中国の現実を考えずに、単

純に彼女たちの答 えか ら自己決定が存在 していると判断するのは議論の余地が まだあると

思われる。

おわりに

ルイス ・バーツが書 いたB.1.シ ュウォルツの 『中国の近代化 と知識人

洋』という本の序文のなかに以下の言葉が書かれている。

厳 復(9と 西

王

孫

柳

(2006.3.9)

(2006.3.16)

(2006.6;72)
19厳 復(1853年12月10日 ～1921年10月27日)は

、 中 国 清 末 か ら民 国初 め にか け て活 躍 した啓 蒙思 想

家 ・翻 訳 家 。
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あ る 国民 の思 想 に は、 明確 な形 で生 活 の 表面 に現 れて こない た め に、 その 国 民 か らは 見逃 され

て しま うよ うな側 面 が あ る。 ところ が、 外 国 人 には 、そ の 国民 の 文化 が 自分 の 文化 とは対 照 的 で

あ るた め に、 その 隠 れ た思 想 の側 面 を は っ き りと認 識す るこ とが 可能 にな る ばあ いが あ る もの で

あ る。外 国 人批 評 者 の 本領 は 、 自分 が研 究 対 象 とす る国 民 につ い て 、そ の生 活 の 内面 に 伏在 して

い る ような思 想の 諸側 面 を明示 す る ところ にあ るの だ といえ よ う(Schwartz1964=1978)

Jackaは 外国人である他者の視線で中国都市における農村 出身女性を見て、10年 以上の

フィール ドワークを経て、経験者 自身の語 りや ライフス トーリーを分析 し、数多 くの研究

発見がで きた。「打工妹之家」の未婚若い女性への観察だけではな く、著者 は海淀 区の既

婚女性の経験にも注 目し、研究結果を普遍化 した。オース トラリア人である著者の研究成

果である本書は他者の視線で中国の問題 を把握す る時の限界 ももつが、質的アプローチに

基づ く検討が少ない中国研究 において、重要な意味を持つ文献だ といえる。

本書の中の主なフィール ドワークは2001年 に行 われた。今 日の中国は日夜激 しく目まぐ

る しい変化 を遂げて、2002年 の第16回 全国人民代表会議において 「三農問題(農 業、農村、

農民)」 が政治的課題 として取 り上げ られて以来、都市の農村 出身者 も数多 くの状 況変化

を経験 して きた。 したがって、本書の論述は過渡的段階の一時点の状況であ り、変化 して

い くものだと理解 しなければならない。

今後の課題 として、 この都市 一農村 間の制度やジェンダー秩序の再編成について継続的

に研究する必要もあるが、著者の本書で用いるポス トモ ダン ・フェ ミニ ズム理論の適用性

と限界 を再考す る必要 もあるだろう。
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